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模範で ある と評価す る。 この 建前論は中国共産党の歴史上の 人物再評価路線に そ うもの で あ り、

祖国近代化 へ の 華僑投資優待の 政策と密接な関係が ある
。 中国近代化に貢献した厳復、 愛国政治

家康有為、香港解放 の 愛国先駆者林則除、台湾解放の 愛国華僑鄭成功 らの 撞業をたた える路線 と

軌 を
一

に するもの で ある。港澳同胞、台湾同胞、海外僑胞、外籍華人 は陳嘉庚を模範と し愛国愛

鄰華僑の 誠意 を示すべ きだ とい う建前論に他な らな い 。

　1980年代に 入 る と 、 中共党中央 と国務院 は対外解放政策を推進 し、沿岸港市の 14の 経済技術開

発区に導入外資の審査権限 を
一

部委譲 した。 許認可業務を握る地方官僚の 権威が高まる
一

方で 、

華僑合弁企業は合作の 相手方 にふ さわ しい 信頼 と忠誠を保証するために 、子弟を祖国の華僑学校

へ 留学させ た り、 校友会組織等を通 じて 華僑学校 へ 設備 と備品を寮付する 傾向が めだ っ た 。
ア モ

イ、泉州、福州各地の 華僑大学 、 高中学校に お ける筆者 の 現状調査資料に よ れば 、 文化大革命当

時に破壇された校舎の 復旧や新式 の 科学教材の 寄付を主 と して南洋華僑に 依存 して い る
。 帰国華

僑連合会の建物 、 自動車、 機器に 至 るまで同様で あ る 。 しか も、一世華僑が引退 しっ っ ある東南

ア ジア経済算を担 っ て い る 二 慣華入の 寄付が多い 点は注目に 価す る 。

　元来、南洋華僑は清朝末期か ら郷土社会に貢献 して きた長い伝統を もち、 企業収益の高い 由東

半島や上海 へ 投資した人び とも郷土 開発 へ の愛郷心 を同時に発揮 して きた 。 かか る愛郷華僑 の 伝

統 と港市の 朝貢貿易を司 っ た地方官僚の権威の伝統を考え るな らば、 合弁企業を担 う華僑側が一

種の 政治的保険 として 子弟を華僑学校へ 留学 させた り、学校修復へ 寄付 した りする行為を理解す

る こ とがで きる。 しか し、華僑の 心の 深層に ある宗教 と昆間信仰の中国性が根強 く残存 して い る

事実 も見逃 して はなるまい。た とえば、蒲田 の 禅宗寺院、台湾海峡に浮か ぶ小島の マ ソ 廟 、 福清

の 王氏宗祠堂 などの 再建現状調査例か らみ る と、文化大革命当時、迷悟 の的 とされ破壊 された建

物を最近数年間に修復 した蔭の カ は寄付兼ねを積ん だ東南 ア ジア経済募 の 二 世華人 なの で あ る 。

また 、 米国、 日本 、 台湾在留華人 の 浄財 もそ の 寄付名簿 に 記 されて い る。

　これ らの新事実は合弁企業に 進出す る投資家を超えた在外華人 の 本音を物語 っ て い る 。 そ こに

は 、 現住地文化へ 変様 して い く華人 の姿を追 っ て きた従来の 諸説が見落 と して きた、伝統中国文

明の持続性をもつ 華人の 影が映 っ て い る 。

磯

　　　　　　　　　　　　　フ ィ リ ピ ン 労働法 とア ジ ァ的労襖関孫

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 神尾頁知子

　フ ィ リピ ン の 集団的労働法を歴史的に 見 る と、 三 つ の時代に 区分す る こ とがで きる 。

　1936年 か ら1953年にか けて の 強鵠伸裁制度時代 。 産業関係裁判所が設け られ 、 それが強覇的に

労 使紛争を処理 した。 また 、 厳 しい 組合登録制度 も設 け られ 、 未登録組合に対 して は組合と して

活 動す る保障を与えなか っ た 。 この時代の 労働立法 は強権的性格 が色濃 く、 植民地下ア ジア法体

制 の 統制法理に 支配 されて い た とい え よ う。

　第二 次世翼大戦後 、 未登録組合の 増大や強制仲裁の機能低下 にみ られ るよ うに 強権的 な労働立

法は行き詰 ま っ た 。 そ こ で 、
ビ ジ ネ ス ユ ニ オ ニ ズ ム を基調 とす るア メ リカ 労使関係制度がフ ィ リ

ピ ン に 移植された 。

　1953年か ら1974年に か けて の団体交渉制度時代 。 産業関係裁判所の 権限を限定し、 労使紛争の

処理は労使自治に委ね、政府の介入をひかえ た 。 組合登録制度 も廃止 された 。 すなわ ち、 労働力

商品の取引と い う団体交渉を中心 に据えて お り、基本的に は市場法理に よ っ て 支配されて い る労
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働立法で あ っ た 。

　しか し 、 自由な団体交渉制度はフ ィ リ ピ ン に根づ くこ とは出来なか っ た 。 そ こで 、 過去の 失敗

に学びっ っ
、 経済発展を志向 して新た な労働立法がな された 。

　1974年以降の 任意仲裁 ・強罰仲裁の 枠内で の 団体交渉制度時代。 団体交渉を基本に 鋸え て い る

が、 「任意仲裁 ・強制伸裁の 枠内で の 」 と い う形で労使紛争へ の 政府の 介入を認め た。労使 自治

に 委ね た枠づ けの な い 団体交渉で は使用者と対等の 立場に 立つ こ とが出来な い 労翻組合に 対し て 、

仲裁を通 し て政府 が介入 し労使の カの バ ラ ン ス を とり、 政労使の 三 者主義に よ っ て 紛争を解決 し

よ うとす る制度で ある 。

　労使関係を経済発展に方向づ けるた めに は経済発展計画の 立案者で ある政府が 、 労使の対立す

る利益を調整す る必要があり、三 者主義 の 採用は、発展法を支え る統制法理が端的に 表れて い る

とい えよ う。

　ま た、フ ィ リ ピ ン の任意仲裁 に 至 る苦欝処理手続きで は 、 上 の段階に 行 くに つ れ、労 使間の 話

し合い の要素が強くな っ てお り、 最終的に 第三 者が労使の 調和をはか り合意に導 く。労使紛争 の

処理 に お い て 、衝突よ りも協調を求め る共同体法理が浸透 して い る こ とを示 して い る 。

　現在の フ ィ リ ピ ン 労働法は、団体交渉に み られる市場法理 、
三 者主義に み られ る統制法理、そ

して 協調的労使関係に み られ る共同体法理が交錯 しなが ら、そ の法体制を形成 して い る 。 こ れ が、

ア ジ ア的労使関係と して概念化される もの で ある。
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　　　　　　　　　　天の川を Bima−Sekti と呼ぷ ジ ャ ワ人の 神話的論理

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 中島成久

一
、 天 の川の 「北の石炭袋」 と呼ばれ る蛇遣座、封手座 。 蠍座付近の 巨大な暗黒部をジ ャ ワ人 はt．

ワ ヤ ン の英雄、剛勇の ビ モ の 姿 とみ な して い る。ジ ャ ワ譖で それを
SBima −Sekti

’

　（ビ モ
・セ ク

テ ィ ） と呼んで い る 。 更に 、 天の川全体を も
’
Bima−Sekti

’

と呼ぶ が 、 そ の時 は 「ビ マ t セ ク テ

ィ」 と発音され 、 イ ン ドネ シ ア の他の地域 と共通な呼称法となる 。 報告者 の問題は、何故天の川

の暗黒部が ジ ャ ワ で 「ビ モ ・セ クテ ィ 」 と呼 ばれる の か 、 ま た、 数多い ワ ヤ ン の 英雄の うちで 何

故ビ モ の姿が投影されて い る とみ な され て い る の か、その背景となる神話的論理は何な の かを明

らかに する こ とで ある 。

　 セ クテ ィ とはサ ン ス ク リ ッ トの シ iVクテ K の こ とで 、

一
般に 「呪力 ・超能力」の こ とで あ る 。

ワヤ ン の キ ャ ラ ク タ
ーの 中で ビ モ は、こ の セ クテ ィ を最 も体現した人物で ある 。

ビ モ の
一生 は、

誕生、結婚、子供の 出生 とい っ た あらゆ る段階で セ ク テ ィ に 満ちて い る。

　 ビ モ に関す る ラ コ ン （演目）の うち最も有名なもの が 「デ ウ ォ ル チ」で ある 。 デ ウ t ル チ は、

ク ジ ャ ワ ン と呼 ばれ るジ ャ ワ の 神穆主義 の理想を感動的なま で に追求す る 。 ワ ヤ ン の 正義を代表

す るパ ン ダ ワ軍に あ っ て ビ モ は荒ぶ る神の側面を持つ が 、 そ の ビ モ の過剰なまで の 荒 々 しさは内

面の 自己 （＝
一＝神〉を求め る真摯な姿で お ぎなわ れ 、 ビ モ の 魅力を豊かな もの とす る 。 しか も、デ

ウ ォ ル チを構成する世界を整理する と、 ジ ャ ワ の 宇宙論 と深 くつ な が っ て い るこ とに 気が付 く。

旧師の 嘘に 由来する とは い え ビ モ は、月面山の麗 にお もむ き 、 飛ぶ ように して 走 り、自然界の 声

援をうけ、海中で デウ ォ ル チ （自分自身 コ 神） に 出会 い 、 宇宙の 運行をも統べ る秘義を身に つ け

る 。 だが ビ モ は死者 の世界 に足をふ み こ ん で い た 。

二 、 ジ ャ ワ人の 想像力の 中で ビ モ は 、 あ らゆ る世募を通過しうる能力を持つ
。 そ れ は、自然翼
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